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学習や授業で　がんばったこと
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生活や学校行事で　がんばったこと
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家や地域で　がんばったこと（家庭学習・お手伝い・部活・習い事・地域の取り組み）
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学級や学校のためにがんばったこと
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１．なりたい自分にどれだけ近づけたか ふりかえりましょう
	○学期、どのくらいできたか、○をつけましょう。
	よく
できた
	できた
	すこしできた
	あまりできなかった

	①自分の考えをわかりやすく伝えようとしたり、友達や家の人の考えや考えて聞いたりすることができましたか。
	
	
	
	

	②委員会、係、当番活動などで、自分のよさを生かし、力を合わせて行動することができましたか。
	
	
	
	

	③好きでないことや苦手なことでも、自分から進んで取り組むことができましたか。
	
	
	
	

	④調べたいことがあるとき、自分で資料や情報を集めたり、計画を立てて進めたりすることができましたか。
	
	
	
	

	⑤自分の夢や目標に向かって、生活や勉強の仕方を工夫できましたか。
	
	
	
	


２．〇学期に　がんばったこと・成長できたことを　絵日記にかきましょう
３．応援メッセージを　書いてもらいましょう

これまでの授業や学校行事の記録、キャリア・パスポートなどをもとに記入します。





・「できた・できていない」の０か１００だけではなく、できるようになるために行動した自分にも気づかせることが何より大切です。


・前の学期と内容が同じになる児童もいる。頑張り続けていることとして、肯定的に捉えられるよう支援をします。





どれだけ力がついたかを自己評価します。





各学校で身に付けさせたい力に合わせて、項目を設定します。


学年の始めに、児童と共有しておくことが必要です。





児童が記入したことに寄り添ったコメントが自己肯定感を高めることにつながります。保護者には、コメントを記入してもらうことの意義を説明します。





保護者からのコメントを得ることが難しい場合、保護者以外の方からのコメントをもらうなどの配慮が必要です。また、このシートを個人懇談で活用し、懇談の中でのやりとりからコメントの内容を考えてもらうことができます。








今学期の自分を振り返った後に、学級全体で交流するなど対話する時間を設定し、成長に対する気づきを深めます。その後、自分自身にメッセージを送ります。学期の始めに書く「〇学期にむけて」では先生・家の人などからのコメントを読んでから記入するのもよいでしょう。





〇学期に成長することができた出来事を絵日記に書き可視化することで、児童が意欲的に取り組むことができます。また、時間が経ってもその時の頑張りを鮮明に思い出すことができます。








小5－3





名前





５年生　〇学期をふり返りましょう





❀✿❀✿ 心にのこった成長絵日記　✿❀✿❀


題名「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





先生から





家の人などから








